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Research Abstract

原⼦間⼒顕微鏡(AFM)法は液中にある⽣体試料の形状をナノメータの分解能で観察できる唯⼀の⽅法である。他⽅、タンパク質の局所に導⼊した蛍光プローブから
の信号(強度やスペクトルなど)の観察によりその局所部位の物理化学的性質を調べることができる。しかし、蛍光法ではごく⼀部の局所情報しか得られないという
重⼤な⽋点がある。AFM探針先端に蛍光プローブを導⼊し、タンパク質表⾯上の⾛査各点で蛍光信号を測定する。その蛍光信号の⼀意的解釈に基づき、タンパク質
表⾯全体に亙る物理化学的性質をマッピングする。以上が本研究の⽬指すところである。この⽬標の実現のために以下の研究を⾏った。 
1.明るい蛍光顕微鏡(Olympus,IX70)に組み込まれたAFM装置の製作。 
⾛査速度を従来のものより⼗倍程度速くする⼯夫を⾏い、装置はほぼ完成した。 
2.パルス励起光源の蛍光顕微鏡への組み込み。 
3.タンパク質形状とフォトンカウンティングの同時計測のためのプログラムの開発。 
4.蛍光性分⼦1分⼦からの光⼦数の測定。 
超⾼圧⽔銀ランプを光源、フォトマルを検出器として計測したところ、1秒間当たり1万5千個のフォトンが検出器まで来ていることを確認した。但し、フォトマル
の量⼦効率は低く約200個しか検出されなかった。量⼦効率が80%と⾼いアバランシェフォトダイオードを購⼊する予定であったが、価格が3倍以上引き上げられ
たため⼊⼿することができなかった。 
5.蛍光性分⼦数分⼦の探針先端への導⼊法の確⽴。 
短いPEGをスペーサーとしてアミノ化した探針に蛍光性分⼦を導⼊する⽅法を確⽴した。 
装置全体はほとんど完成したので、アバランシェフォトダイオードを将来⼊⼿することができれば、本研究の⽬標とするタンパク質表⾯の物性マップ観察が可能に
なると期待される。

[Publications] Y.Kunioka: "Innocuous Labeling of the Subfragment-2 Region of Skeletal Muscle Heavy Meromyosin with a Fluorescent
Polyacrylamide…." J.Biochem.119. 1024-1032 (1996)
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